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第 3 の形態に適した問題として，作業計画問題を取り上げ，実際の計画業務に適用可能な， PERT/ 
LOADを拡張した資源配分方式を提案しているO 負荷山崩し手段として，仕事の後倒し，削除の 3 つの
手段を導入し，対象に依存する負荷山崩し戦略は 1レー Jレで、記述する方式としている。
論文の審査結果の要旨
本論文は物流システムの運用制御問題に対して，知識工学的アブ、ローチと，数理的アフ。ローチとを組合
せる乙とによって，柔軟で、かつ効率の高い制御システムが構築できることを明らかにしたものである。
その成果を要約すると次の通りである。
(1) 流れ作業ラインの物流制御問題に対して，問題の記述と解法との両者に知識工学を応用することが有
効である乙とを，実システムへの適用を通して確認している。
(2) 無人搬送車の運行制御問題および自動倉庫のピッキング効率向上方式には 問題の記述には知識工学
を応用し，組み合せ計算はア Jレゴリズムで対応する方式が有利であることを明らかにしている。
(3) 作業計画問題においては問題の記述だけでなく，解法戦略ノウハウの記述にも知識工学を応用し，各
解法戦略に基づく組み合せ計算はアルゴリズムで対応するべきである乙とを明らかにしている口
以上のように，本論文は多品種少量生産化が進行し，物の流れが複雑化している物流システムの効率的
運用制御を実現するために知識工学の導入を提案したものであり 生産工学・制御工学の分野に寄与する
ところ大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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